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3.6. 利用者ニーズを踏まえた歩道段差の工夫事例（鳥取県） 

(1) 取組の背景・経緯 

従前は視覚障害者が歩車道を判別できるように歩道と車道との境界部には 2ｃｍの段差を

設けていたが、車いす走行の支障となるため、これを改善するよう車いす使用者から要望があ

ったことから、車いす対応縁石の検討を行った。 
 

(2) 取組の内容 

縁石の形状などの検討については、「鳥取県県道の構造の技術的基準等に関する条例」策定

の際に設置した学識経験者や社会福祉協議会などが参画する協議会において縁石についても

協議した。また、協議会とは別に視覚障害者も含む障害者団体と当該縁石の形状について協議

を行い、切り下げ部が部分的であることから理解を得た。 
利用者から要望が寄せられた箇所を優先的に整備しており、併せて主要駅から病院、福祉施

設、官公庁などへの経路も整備している。 

  
写真 3-4 車いす対応縁石の様子 

出典：鳥取県福祉のまちづくり 施設整備マニュアル 
 

 
図 3-11 車いす対応縁石の配置例 

出典：鳥取県福祉のまちづくり 施設整備マニュアル 
  

車いす対応縁石の中央は、視覚障害

者誘導用ブロックの中心に対し、１

ｍ以上離して 設置することを原則

とする。 
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【参考資料】 

 
図 3-12  鳥取県県道の構造の技術的基準等に関する条例（参考） 

  


